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新光グローバル・ハイイールド債券ファンド
円コース/米ドルコース/豪ドルコース/ブラジルレアルコース
追加型投信／海外／債券

※ファンドの主な投資リスク、ファンドの費⽤、当資料のお取扱いについてのご注意は、該当ページをご覧ください。

※上記は過去の運⽤実績であり、将来の運⽤成果等を示唆・保証するものではありません。

分配金に関するお知らせ
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平素は、新光グローバル・ハイイールド債券ファンドをご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。
2022年1月25日の決算において、各通貨コースのうち、米ドルコース、豪ドルコース、ブラ
ジルレアルコースは分配金額の変更を行いましたので、ご報告申し上げます。なお、円コース
に関しては前期の分配金額からの変更はありません。

【各ファンドの第134期の分配金（2022年1月25日）（1万口当たり、税引前）】

豪ドルコース
10円

前期比：-10円

ブラジルレアル

コース 3円
前期比：-12円

米ドルコース
25円

前期比：-25円

円コース
20円

前期比：0円

第1期～第95期
2010/12/27～

2018/10/25

第96期～第113期
2018/11/26～

2020/4/27

第114期～第134期
2020/5/25～

2022/1/25

分配金累計額
（設定来）

各50円 各40円 各20円 5,890円

設定来分配金実績（1万口当たり、税引前）

運用実績

円コース

※運⽤状況によっては分配金が変わる場合、あるいは分配金が支払われない場合があります。
※上記は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。

（円） （億円）

（年/月）
※期間：2010年10月7日（設定日前営業日）～2022年1月25日（日次）
※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後の価額です。換金時の費⽤・税金などは考慮していません。
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を当ファンドに再投資したとみなして計算した理論上のものであり、
実際の基準価額とは異なります。
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基準価額

7,428円

純資産総額

10.61億円
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※上記は過去の運⽤実績であり、将来の運⽤成果等を示唆・保証するものではありません。

第1期～第43期
2010/12/27～

2014/6/25

第44期～第67期
2014/7/25～

2016/6/27

第68期～第80期
2016/7/25～

2017/7/25

第81期～第88期
2017/8/25～

2018/3/26

第89期～第95期
2018/4/25～

2018/10/25

第96期～第133期
2018/11/26～

2021/12/27

第134期
2022/1/25

分配金累計額
（設定来）

各90円 各200円 各110円 各80円 各40円 各20円 10円 11,790円

設定来分配金実績（1万口当たり、税引前）

運用実績

豪ドルコース

※運⽤状況によっては分配金が変わる場合、あるいは分配金が支払われない場合があります。
※上記は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。

（円） （億円）

（年/月）
※期間：2010年10月7日（設定日前営業日）～2022年1月25日（日次）
※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後の価額です。換金時の費⽤・税金などは考慮していません。
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を当ファンドに再投資したとみなして計算した理論上のものであり、
実際の基準価額とは異なります。
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基準価額

3,336円

純資産総額

8.75億円
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米ドルコース

第1期～第43期
2010/12/27～

2014/6/25

第44期～第69期
2014/7/25～

2016/8/25

第70期～第95期
2016/9/26～

2018/10/25

第96期～第133期
2018/11/26～

2021/12/27

第134期
2022/1/25

分配金累計額
（設定来）

各50円 各155円 各100円 各50円 25円 10,705円

※運⽤状況によっては分配金が変わる場合、あるいは分配金が支払われない場合があります。
※上記は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。

（円） （億円）

（年/月）
※期間：2010年10月7日（設定日前営業日）～2022年1月25日（日次）
※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後の価額です。換金時の費⽤・税金などは考慮していません。
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を当ファンドに再投資したとみなして計算した理論上のものであり、
実際の基準価額とは異なります。
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運用経過と今後の見通し

足もとの運⽤経過につきまして、各通貨コースが投資する「WAグローバル・ハイ・イール
ド・ボンド（マルチ・カレンシー）ファンド」は、地域別では引き続き米国を選好したほか、
信⽤格付け別ではB格～BB格、業種別では消費者関連、通信などを中心としたポートフォリオ
を維持し、おおむね従来の運⽤方針を継続しました。

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルスの新たな変異株の感染状況やインフレ観
測の高まりによる米国債利回りの上昇、米連邦準備制度理事会（FRB）の政策金利引き上げ時
期に対する思惑などにより、短期的に市場の変動が大きくなる可能性には留意が必要です。し
かし、新型コロナウイルスのワクチン接種の進展などにより世界経済が回復することで、市場
は中長期的に底堅く推移すると考えています。

当ファンドでは、今後も投資対象セクターや個別銘柄の選択に注力し、将来的に財務内容の
改善が期待できる銘柄など、柔軟に取捨選択しながら投資リターンを追求する方針です。また、
市場の調整を経てファンダメンタルズと比較して大きく割安に評価されている銘柄も散見され
ることから積極的に投資機会を模索してまいります。

※上記は過去の運⽤実績または作成時点の見解であり、将来の運⽤成果等を示唆・保証するものではありません。
また今後の見通し・運⽤方針は投資環境の変化などにより予告なく変更される場合があります。

ブラジルレアルコース

設定来分配金実績（1万口当たり、税引前）

運用実績

※運⽤状況によっては分配金が変わる場合、あるいは分配金が支払われない場合があります。
※上記は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。

（円） （億円）

（年/月）

※期間：2010年10月7日（設定日前営業日）～2022年1月25日（日次）
※基準価額は１万口当たり、信託報酬控除後の価額です。換金時の費⽤・税金などは考慮していません。
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を当ファンドに再投資したとみなして計算した理論上のものであり、
実際の基準価額とは異なります。

第96期～第113期
2018/11/26～

2020/4/27

第114期～第133期
2020/5/25～

2021/12/27

第134期
2022/1/25

分配金累計額
（設定来）

各20円 各15円 3円 11,173円

0

300

600

900

1,200

1,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2010/10 2012/10 2014/10 2016/10 2018/10 2020/10

純資産総額（右軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額（左軸） 2022年1月25日

基準価額

1,077円
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30.87億円
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各150円 各120円 各80円 各50円 各30円
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新光グローバル・ハイイールド債券ファンド各通貨コースは、外国籍の投資信託証券を通じて、主として外貨建てのハイイールド債券に投資する
一方で、当該資産の発行通貨を売り予約し、各通貨コースの対象通貨を買い予約する為替取引を行います。また、マネープールファンドはわが国
の短期公社債に実質的に投資します。実質的に組み入れた債券の値動きや信用状況の変化、各通貨コースの対象通貨の為替相場の変動などの影響
により基準価額が変動しますので、これにより投資元本を割り込み、損失を被ることがあります。これらの運用による損益は、すべて投資者のみ
なさまに帰属します。したがって、各ファンドは元本が保証されているものではありません。 

 

ファンドの特色(くわしくは投資信託説明書(交付目論見書)を必ずご覧ください) 

１．各通貨コースは、主として海外の高利回り社債(以下｢ハイイールド債券｣といいます｡)に実質的な投資を行い、高
水準のインカムゲインの確保と中長期的なキャピタルゲインの獲得を目指して運用を行います。 

◆各通貨コースは、ケイマン諸島籍外国投資信託｢ＷＡグローバル・ハイ・イールド・ボンド(マルチ・カレンシー)ファンド｣
(以下｢ハイイールド・ボンド・ファンド｣という場合があります。運用：ウエスタン・アセット・マネジメント・カンパニ
ー・エルエルシー)と国内投資信託｢国内短期公社債マザーファンド｣(運用：アセットマネジメントOne株式会社)を投資対象
とするファンド・オブ・ファンズの形式で運用を行います。 

◆各投資信託証券への投資割合は、資金動向や市況動向などを勘案して決定するものとし、ハイイールド・ボンド・ファンド
の組入比率は、原則として高位とすることを基本とします。 

※ハイイールド・ボンド・ファンドが、償還した場合または商品の同一性が失われた場合は、委託会社は受託会社と合意のうえ投資信託
契約を解約し、信託を終了させます。 

※投資対象とするハイイールド・ボンド・ファンドにおいて、効率的な運用を目的として、市場金利や企業の信用状態に関連するデリバ
ティブ取引を行う場合があります。 

【マネープールファンド】 
マネープールファンドは、国内短期公社債マザーファンドへの投資を通じて、わが国の短期公社債に実質的に投資し、安
定した収益の確保を目指した運用を行います。 

※マネープールファンドは、各通貨コースからのスイッチング以外の購入のお申し込みはできません。 

２．投資対象とする外国投資信託における為替取引の対象通貨の違いにより、４つの通貨コースとその他にマネープ
ールファンドがあります。また、各通貨コースおよびマネープールファンド間でのスイッチングが可能です。 

◆通貨コースは円コース、米ドルコース、豪ドルコース、ブラジルレアルコースの４コースから選択できます。 

◆各通貨コースが投資対象とする外国投資信託では、原則として投資対象資産の発行通貨を売り予約し、各通貨コースの対象
通貨を買い予約する為替取引を行います。 

◆円コースでは、実質的に円を買い予約する為替取引により、対円で為替ヘッジを行い為替変動リスクを軽減する運用を行い
ますが、為替変動リスクを完全に排除できるものではなく、為替変動の影響を受ける場合があります。 

◆アセットマネジメントOneが設定・運用する特定のファンドとの間においてスイッチングができる場合があります。 

※スイッチングのお取り扱いの有無や対象ファンドなどは、販売会社により異なります。また、販売会社によっては一部のファンドのみ
のお取り扱いとなる場合があります。詳しくは販売会社でご確認ください。 

３．各通貨コースは、原則として、毎月２５日(休業日の場合は翌営業日｡)の決算時に、収益の分配を行います。 

◆分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の利子・配当等収益と売買益(評価益を含みます｡)などの全額とします。 
分配金額は、経費控除後の利子・配当等収益を中心に安定した分配を行うことを目標に委託会社が決定します。ただし、
分配対象額が少額の場合には、分配を行わないことがあります。 

｢原則として、利子・配当等収益を中心に安定分配を行う｣方針としていますが、これは、運用による収益が安定したものになることや基
準価額が安定的に推移することなどを示唆するものではありません。また、基準価額水準、運用の状況などによっては安定分配とならな
い場合があることにご留意ください。 

◆上記にかかる分配金額のほか、分配対象額の範囲内で基準価額水準や市況動向などを勘案して委託会社が決定する額を付加
して分配する場合があります。 

※マネープールファンドは、原則として、年２回(毎年３月、９月の各月２５日。休業日の場合は翌営業日｡)の決算時に、委託会社が基準
価額水準や市況動向などを勘案して決定した額を分配します。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行わないことがあります。 

◇運用状況により分配金額は変動します。将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありませ
ん｡ 

 

資金動向、市況動向等によっては、上記の運用ができない場合があります｡ 

 
 



※ファンドの主な投資リスク、ファンドの費⽤、当資料のお取扱いについてのご注意は、該当ページをご覧ください。
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（注）普通分配金に対する課税については、投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。
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各通貨コースの収益の源泉(くわしくは投資信託説明書(交付目論見書)を必ずご覧ください) 
 

１．ハイイールド債券への投資 

◆各通貨コースは、海外のハイイールド債券を実質的な投資対象とすることで、高水準のインカムゲインの確保と中長期的な
キャピタルゲインの獲得を目指します。 

・ハイイールド債券･･･一般に、ハイイールド債券とは、格付けがＢＢ格相当以下の社債(企業が発行する債券)を指します。
投資適格債(ＢＢＢ格相当以上の債券)と比較してデフォルト(債務不履行)リスクが高くなる(信用力が低くなる)一方で、
利回り水準が高いという特徴があります。また、ハイイールド債券では、発行体の信用状況の悪化や金利の上昇が価格下
落要因となる一方、発行体の信用状況の改善や金利の低下は価格上昇要因となります。 

※信用格付けについては、上位格に近いものにプラス、下位格に近いものにマイナスなどの表示をすることがあります。各通貨コースが
主要投資対象とする外国投資信託はＢＢ＋格相当以下を主な投資対象とします。 

 

２．為替取引によるプレミアム(金利差相当分の収益)とコスト(金利差相当分の費用) 

◆各通貨コースでは、原則として実質的に組み入れるハイイールド債券などの発行通貨を売り予約し、各通貨コースの対象通
貨を買い予約する為替取引を行います。 

◆通貨(国)により金利水準は異なるため、ハイイールド債券などの発行通貨よりも短期金利の高い通貨のコースを選択した場
合は、当該通貨とハイイールド債券などの発行通貨の短期金利差相当分のプレミアムが期待されます。 
一方、当該通貨の短期金利がハイイールド債券などの発行通貨の短期金利よりも低い場合には、通常、短期金利差相当分
のコストが発生します。金利差の変動により、プレミアムまたはコストは変動します。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

◆一部の新興国通貨(ブラジルレアル)では、規制や為替市場が未発達なことなどから、為替取引が機動的に行えないことがあ
るため、｢ＮＤＦ取引｣を使用する場合があります。 

 
ＮＤＦ(ノン・デリバラブル・フォワード)取引について 

・ＮＤＦ取引とは、為替先渡取引の一種で、主に金融機関との相
対取引で行われます。また、当該通貨の受け渡しは発生せず、
主に米ドルなどの主要通貨で差金決済を行います。 

・ＮＤＦ取引は、通常の買い予約・売り予約する為替取引と比べ、
取引参加者が少ないことや、当局による金融・資本市場におけ
る制約などから、市場裁定が働きにくいだけでなく、取引参加
者の為替見通しを反映した需給の影響をより強く受けることが
あります。そのため、取引価格から推計されるＮＤＦ想定利回
りが、取引時点における短期金利水準から大きくかい離するこ
とがあります。 

 
 
 

 
 
 

 

３．為替変動による損益(円コースを除く) 

◆実質的に各通貨コースの対象通貨を買い予約する為替取引を行うことによって、各通貨コースは対象通貨の変動の影響を受
けます。各通貨コースの対象通貨に対して円安となった場合には為替差益が発生し、円高となった場合には為替差損が発生
します。新興国の通貨の値動きは先進国の通貨と比べて相対的に大きくなる傾向があります。また、通貨危機や経済危機に
おいては大きく下落する可能性もあります。 

ＮＤＦ想定利回りは、通貨に対する需給や通貨の上昇期待が反
映され、マイナスになる場合もあります。その場合、為替取引
によるプレミアムの減少やコストの発生により、ファンドのパ
フォーマンスに影響を与えることがあります。 



※ファンドの主な投資リスク、ファンドの費⽤、当資料のお取扱いについてのご注意は、該当ページをご覧ください。
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主な投資リスクと費用（くわしくは投資信託説明書(交付目論見書)を必ずご覧ください） 

各ファンドは、投資信託証券への投資を通じて値動きのある有価証券等（各通貨コースが投資する外貨建資産には為
替変動リスクもあります。）に投資しますので、ファンドの基準価額は変動します。これらの運用による損益はすべて
投資者のみなさまに帰属します。したがって、投資者のみなさまの投資元本は保証されているものではなく、基準価
額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。 
また、投資信託は預貯金と異なります。 

【各通貨コースおよびマネープールファンド共通】 

信用リスク 

公社債などの信用力の低下や格付けの引き下げ、債務不履行が生じた場合には、当該公社債
などの価格は下落し、時には無価値になることもあります。これらの影響を受け、各ファン
ドの基準価額が下落する可能性があります。 
特に各通貨コースにおいては実質的な主要投資対象がハイイールド債券となることから、投
資適格の債券に投資する場合と比較して、信用リスクが高くなります。 

流動性リスク 

有価証券などを売買する際、当該有価証券などの市場規模が小さい場合や取引量が少ない場
合には、希望する時期に、希望する価格で、希望する数量を売買することができない可能性
があります。特に流動性の低い有価証券などを売却する場合にはその影響を受け、各ファン
ドの基準価額が下落する可能性があります。 

金利変動リスク 
公社債の価格は、金利水準の変化にともない変動します。一般に、金利が上昇した場合には
公社債の価格は下落し、各ファンドの基準価額が下落する可能性があります。 

 

【各通貨コース】 

為替変動リスク 

外貨建資産は、為替相場の変動により円換算価格が変動します。一般に、保有外貨建資産が
現地通貨ベースで値上がりした場合でも、投資先の通貨に対して円高となった場合には、当
該外貨建資産の円換算価格が下落し、各通貨コースの基準価額が下落する可能性がありま
す。 
●各通貨コース(円コースを除く) 
各通貨コースが主要投資対象とする外国投資信託では原則として、各通貨コースの対象通
貨を買い予約する為替取引を行うため、各通貨コースの基準価額は実質的に当該対象通貨
の為替変動の影響を受けます。ただし、為替取引の状況によっては外国投資信託が保有す
る有価証券の発行通貨の影響を受ける場合があります。対象通貨が新興国通貨の場合に
は、為替変動リスクが相対的に高くなる可能性があります。各通貨コースの対象通貨の金
利が実質的な投資対象資産の発行通貨の金利よりも低い場合には、その金利差相当分のコ
ストがかかります。 

●円コース 
円コースが主要投資対象とする外国投資信託では原則として、円を買い予約する為替取引
により、対円で為替ヘッジを行い為替変動リスクを軽減する運用を行いますが、為替変動
リスクを完全に排除できるものではなく、為替変動の影響を受ける場合があります。為替
ヘッジを行うにあたり、円金利が実質的な投資対象資産の発行通貨の金利より低い場合に
は、その金利差相当分のコストがかかります。 

カントリーリスク 
投資対象国・地域の政治経済情勢、通貨規制、資本規制、税制などの要因によって資産価格
や通貨価値が大きく変動する場合があります。これらの影響を受け、各通貨コースの基準価
額が下落する可能性があります。 

特定の投資信託証券 
に投資するリスク 

各通貨コースが組み入れる投資信託証券における運用会社の運用の巧拙が、各通貨コースの
運用成果に大きな影響を及ぼします。また、外国投資信託を通じて各国の有価証券に投資す
る場合、国内籍の投資信託から直接投資を行う場合に比べて、税制が相対的に不利となる可
能性があります。 

※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 

各ファンドへの投資に伴う主な費用は購入時手数料、信託報酬などです。  

費用の詳細につきましては、当資料中の「ファンドの費用」および投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。 
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お申込みメモ（くわしくは投資信託説明書(交付目論見書)を必ずご覧ください）

購入単位 販売会社が定める単位（当初元本1口＝1円）

購入価額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額（基準価額は1万口当たりで表示しています。）
※マネープールファンドは、スイッチング以外の購入のお申込みはできません。

購入代金 販売会社が定める期日までにお支払いください。

換金単位 販売会社が定める単位

換金価額 【各通貨コース】 換金申込受付日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額を控除した価額
【マネープールファンド】 換金申込受付日の翌営業日の基準価額

換金代金 原則として換金申込受付日から起算して7営業日目からお支払いします。

申込締切時間 原則として営業日の午後3時までに販売会社が受付けたものを当日分のお申込みとします。

購入・換金申込不可日 【各通貨コース】
以下のいずれかに該当する日には、購入・換金・スイッチングのお申込みの受付を行いません。
・ニューヨーク証券取引所の休業日    ・ニューヨークの銀行の休業日
・ロンドンの銀行の休業日                ・ケイマンの銀行の休業日
ただし、ブラジルレアルコースでは、以下のいずれかに該当する日についても、購入・換金・スイッチングのお申込みの受付を行い
ません。
・サンパウロ証券取引所の休業日      ・サンパウロの銀行の休業日

換金制限 信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換金請求に制限を設ける場合があります。

購入・換金申込受付の
中止および取消し

金融商品取引所における取引の停止、外国為替取引の停止（マネープールファンドを除きます。）、決済機能の停止、その他や
むを得ない事情があるときは、購入・換金・スイッチングのお申込みの受付を中止することおよびすでに受付けた購入・換金・ス
イッチングのお申込みを取り消す場合があります。

信託期間 2025年9月25日まで（2010年10月8日設定）

繰上償還
【各通貨コース】
各ファンドが主要投資対象とするハイイールド・ボンド・ファンドが償還した場合または以下に掲げる事項の変更により商品の同
一性が失われた場合には、受託会社と合意の上、信託契約を解約し、当該信託を終了（繰上償還）させます。
・ハイイールド・ボンド・ファンドの主要投資対象が変更となる場合
・ハイイールド・ボンド・ファンドの取得の条件または換金の条件について、投資者に著しく不利となる変更がある場合
次のいずれかに該当する場合には、受託会社と合意の上、信託契約を解約し、当該信託を終了（繰上償還）することがありま
す。
・各ファンドにおいて受益権の総口数が30億口を下回った場合
・信託契約を解約することが受益者のため有利であると認める場合
・やむを得ない事情が発生した場合
【マネープールファンド】
次のいずれかに該当する場合には、受託会社と合意の上、信託契約を解約し、当該信託を終了（繰上償還）することがありま
す。
・受益権の総口数が1億口を下回った場合
・信託契約を解約することが受益者のため有利であると認める場合
・やむを得ない事情が発生した場合

決算日 【各通貨コース】 毎月25日（休業日の場合は翌営業日）
【マネープールファンド】 毎年3月および9月の各25日（休業日の場合は翌営業日）

収益分配 【各通貨コース】 年12回の毎決算日に、収益分配方針に基づいて収益分配を行います。
【マネープールファンド】 年2回の毎決算日に、収益分配方針に基づいて収益分配を行います。
※各ファンドのお申込コースには、「分配金受取コース」と「分配金再投資コース」があります。ただし、販売会社によっては、どち
らか一方のみの取扱いとなる場合があります。詳細は販売会社までお問い合わせください。

課税関係 課税上は株式投資信託として取り扱われます。
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度および未成年者少額投資非課税制度の適用対象です。
※原則、収益分配金の普通分配金ならびに換金時の値上がり益および償還時の償還差益に対して課税されます。
※税法が改正された場合等には、上記内容が変更となることがあります。

スイッチング 各通貨コースおよびマネープールファンド間において乗り換え（スイッチング）ができます。また、アセットマネジメントOneが設定・
運用する特定のファンドとの間においてスイッチングができる場合があります。
スイッチングの取扱いの有無や対象ファンドなどは、販売会社により異なりますので、詳しくは販売会社でご確認ください。
※スイッチングの方法などは、購入および換金の場合と同様になります。また、購入時手数料は販売会社が別途定めます。
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ファンドの費用（くわしくは投資信託説明書(交付目論見書)を必ずご覧ください）

●投資者が直接的に負担する費用

購入時手数料 【各通貨コース】購入価額に、3.3％（税抜3.0％）を上限として、販売会社が別に定める手数料率を乗じて得た額となります。
【マネープールファンド】ありません。ただし、スイッチングの場合にのみ購入が可能です。

信託財産留保額 【各通貨コース】換金申込受付日の翌営業日の基準価額に0.3％の率を乗じて得た額を、換金時にご負担いただきます。
【マネープールファンド】ありません。

●投資者が信託財産で間接的に負担する費用

運用管理費用
（信託報酬）

◆各通貨コース：
・実質的な負担：各ファンドの日々の純資産総額に対して年率1.688％（税抜1.58％）程度
※上記はハイイールド・ボンド・ファンドを100 ％組入れた場合の数値です。実際の運用管理費用（信託報酬）は、 投資信託証券
の組入状況に応じて変動します。
・各ファンド：ファンドの日々の純資産総額に対して年率1.188％（税抜1.08％）
・投資対象とする外国投資信託：ハイイールド・ボンド・ファンドの純資産総額に対して年率0.50％程度
（注） ただし、ハイイールド・ボンド・ファンドの報酬の中には取引頻度に応じた額や最低支払額が設定されているものがあるた
め、当該投資信託における取引頻度や資産規模などにより上記料率を上回る場合があります。
◆マネープールファンド：ファンドの日々の純資産総額に対して年率0.066％～年率0.660％（税抜0.06％～税抜0.60％）
※運用管理費用（信託報酬）は、毎日計上（ファンドの基準価額に反映）され,毎計算期末または信託終了のとき ファンドから支
払われます。

その他の費用・手数料 その他の費用・手数料として、お客様の保有期間中、以下の費用等を信託財産からご負担いただきます。
・組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料 ・信託事務の処理に要する諸費用 ・外国での資産の保管等に要す
る費用　・監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用　　等
監査費用は毎日計上（ファンドの基準価額に反映）され、毎計算期末または信託終了のとき、その他の費用等はその都度ファン
ドから支払われます。
※投資対象とするハイイールド・ボンド・ファンドにおいては、有価証券等の売買手数料、監査報酬、弁護士費用および登録機関
兼名義書換代理人費用、当初設定にかかる諸費用等がかかります。
※これらの費用等は、定期的に見直されるものや売買条件等により異なるものがあるため、事前に料率・上限額等を示すことが
できません。

下記の手数料等の合計額、その上限額については、購入金額や保有期間等に応じて異なりますので、あらかじめ表示することができません。
※税法が改正された場合等には、税込手数料等が変更となることがあります。
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投資信託ご購入の注意

投資信託は、

当資料のお取扱いについてのご注意

○ 当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全性、正確性につ
いて、同社が保証するものではありません。また掲載データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。

○ 当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更される場合があります。

○ 当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成した販売用資料です。

○ お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

○ 投資信託は、主に国内外の株式、公社債および不動産投資信託などの値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替リスクもありま
す）に投資をしますので、市場環境、組入有価証券の発行者に係る信用状況等の変化により基準価額は変動します。このため、投資者
の皆さまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。ファンド
の運用による損益は全て投資者の皆さまに帰属します。また、投資信託は預貯金とは異なります。

① 預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて、証券会社を
通して購入していない場合には投資者保護基金の対象にもなりません。

② 購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもありません。

③ 投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入者が負担することとなります。

◆ファンドの関係法人 ◆
＜委託会社＞アセットマネジメントOne株式会社

[ファンドの運用の指図を行う者]
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第324号
加入協会：一般社団法人投資信託協会

一般社団法人日本投資顧問業協会
＜受託会社＞三井住友信託銀行株式会社

[ファンドの財産の保管および管理を行う者]
＜販売会社＞販売会社一覧をご覧ください

◆委託会社の照会先 ◆
アセットマネジメントOne株式会社

コールセンター 0120-104-694
(受付時間：営業日の午前9時～午後5時）

ホームページ URL http：//www.am-one.co.jp/



※ファンドの主な投資リスク、ファンドの費⽤、当資料のお取扱いについてのご注意は、該当ページをご覧ください。

ファンド通信
新光グローバル・ハイイールド債券ファンド
円コース/米ドルコース/豪ドルコース/ブラジルレアルコース

220111JS118306～9.310ファンド通信
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販売会社（お申込み、投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は、以下の販売会社へお申し出ください）

○印は協会への加入を意味します。□印は取扱いファンドを示しています。 2022年1月13日現在

    ●その他にもお取扱いを行っている販売会社がある場合があります。

     また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会社の照会先までお問い合わせください。

    ＜備考欄について＞

    ※1　新規募集の取扱いおよび販売業務を行っておりません。

    ※2　備考欄に記載されている日付からのお取扱いとなりますのでご注意ください。

    ※3　備考欄に記載されている日付からお取扱いを行いませんのでご注意ください。 （原則、金融機関コード順）

商号 登録番号等

日
本
証
券
業
協
会

一
般
社
団
法
人
日
本
投
資
顧
問

業
協
会

一
般
社
団
法
人
金
融
先
物
取
引

業
協
会

一
般
社
団
法
人
第
二
種
金
融
商

品
取
引
業
協
会

備考

円
コ
ー

ス

米
ド
ル
コ
ー

ス

豪
ド
ル
コ
ー

ス

ブ
ラ
ジ
ル
レ
ア
ル
コ
ー

ス

マ
ネ
ー

プ
ー

ル
フ

ァ
ン
ド

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○ □ □ □ □

みずほ証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第94号 ○ ○ ○ ○ □ □ □ □ □

大山日ノ丸証券株式会社 金融商品取引業者　中国財務局長（金商）第5号 ○ □ □ □ □ □

楽天証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○ □ □ □ □

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者　東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○ □

2022年1月26日時点


